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令和６年度 学校運営協議会評価報告書１ 

鳥取県立鳥取中央育英学校 

校長 山田 史子    

評 価 日 令和６年１１月１９日（火） 

評 価・提 言 学校の所見・改善策 

１ 目標設定について 

○特になし 

 

２ 評価項目と目標達成のための取組について 

○基本的な学力について、授業での生徒の取組状況

はどうか。 

 

 

 

○生徒のボランティア活動への参加状況はどうか。 

 

 

３ 具体目標について 

○育英の強み（部活動や様々な活動）を出していく

とよい。元気のいい生徒や楽しんでいる生徒の姿な

どを SNSで情報発信すればよい。 

 

４ 目標達成のための具体方策について 

○地域探究は地域の様々な人達とふれあえる機会。

北栄町の協力があるので、町がキャンパスだと思っ

て活用したらよい。 

 

 

５ その他 

○類型決めの参考になるよう、進む道のゴールイメ

ージがわかるような「見える化」が大切。 

 

○北栄町で高校魅力化の取組を進めている。 

 

 

 

 

○少人数授業を行うことで、きめ細

やかな指導ができている。１年生の

数学と英語は習熟度別に授業を行っ

ている。 

 

○生徒はボランティアに精力的に参

加している。経験が生徒を育ててい

る。 

 

○今年はほぼ毎日 Instagramなどの

SNSで情報発信を行っている。北栄

町の TicToc動画配信も好評。 

 

 

○北栄町や琴浦町をはじめ地域の

方々にご協力いただき、生徒が地域

に今まで以上に出ていく活動を進め

ていき、体験を通して生徒を育てて

いく。 

 

○知恵をいただきながら、来年度に

向けて検討する。 

 

○地域や協力してくださる方々と力

を合わせて、魅力化をさらに進めて

いきたい。 

 


